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17日(金)13：00～17：00　札幌グランドホテル　グランドホール西

	13：00～13：20
	問題提起Ⅰ「中央依存型から地域自前型の活性化へ」

	
	　　　　　　　　　　佐藤　俊一（東洋大学副学長）

	13：20～13：40
	問題提起Ⅱ「地域再生のカギは『自己決定力』の拡充

	
	　　　　　　　　 ― 『役所による自治』を卒業するために ― 」

	
	　　　　　　　　　　沼田　　良（作新学院大学教授）

	13：40～16：45
	レポート発表とフロアー討議

	
	　①　自主レポート：「北海道における消防広域化の推進」

	
	　　　　　　　　　　全国消防職員協議会　石山　　巌

	
	　②　自主レポート：「地方農業の再生」

	
	　　　　　　　　　　自治体“農”ネットワーク

	
	　③　モデル単組：「中四国フェリーの役割と存続について」

	
	　　　　　　　　　　広島県本部／竹波航送船職員労働組合　野間　浩文

	
	　④　そ 　の　 他

	16：45～17：00
	まとめ

	17：00
	休　会


18日(土) 9：00～12：30　小樽市内でフィールドワーク

	 9：00
	ＪＲ小樽駅改札口を出た所（構内）に集合

	
	　ＪＲ札幌駅　 7：45発　→　 8：36着　ＪＲ小樽駅

	
	　ＪＲ札幌駅　 8：08発　→　 8：54着　ＪＲ小樽駅

	 9：00～ 9：15
	全体説明

	 9：15～12：30


	旧国鉄手宮線跡地～日銀旧小樽支店金融資料館～小樽市博物館（運河館）～小樽運河と木骨倉庫散策～旧日本郵船小樽支店～小樽市総合博物館

	12：30
	小樽市総合博物館で解散


　※　集合・解散場所は地図を参照

　※　帰りの便に間に合わない方は、途中でお帰りいただくことになります。

第Ⅲ－②分科会：地方再生とまちづくり

	テーマ
	都市と地方の格差拡大で疲弊した地方の活性化と再生をめぐる現状と問題点を検証する

	特徴的な情勢
	　三位一体改革により、かえって地方財政の逼迫と硬直化が進行した。加えて、過疎化・少子高齢化の急激な進行や市町村合併の影響によって、産業従事者の高齢化、担い手不足解消のめどはたっていない。また、地域の安全・安心を支えてきたコミュニティが崩壊しようとしている。特に小中規模消防の広域化により消防サービスの低下も危惧される。反対に、食の安全・安心への関心の高まりから、地産・地消などが各地で展開され、地域の特色や地域コミュニティを再発掘する動きも出ている。

	主要論点と実践課題
	1.　地域の安全

2.　産業振興（農林漁業など）

3.　地域交通

4.　市民との協働による地域活性化

	フィールドワーク
	集会３日目（18日）の午前中に、小樽市内でフィールドワークを行う｡
行き先：小樽市のまちづくりの現場

時　間：９：00～12：30

参加費：600円（視察先入場料を含む）

＊　小樽駅集合・小樽市総合博物館解散になります。交通費は各自でご負担下さい。

	討 論 の 柱
	● さらなる消防広域化、コミュニティの崩壊により地域の安全・安心は確立できるのか
● 地域・地方における農村消滅の可能性について探る
● 地域公共交通機関の役割と存続について

● 市民との協働による地域活性化を考える
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